
 1 / 3 

ＪＡ全農いばらき 畜産部 

 

●4 月の動向 

2026 年 4 月（税抜） 2025 年 4 月（税抜）  

※全農建値 702 円/㎏（150 円高） 552 円/㎏ 

4 月は花見や行楽需要、ゴールデンウィークに向けた需要が増加し、出荷頭数が全国的に

減少傾向となったため枝肉相場は高値で推移した。 

 
 

●輸入動向 

 
 

●4 月の動向 

5 月の出荷頭数については、前年同月減と予測。 

 
大型連休明けとなり需要の端境期ではあるが、出荷頭数の減少から底堅い相場展開となる見

通し。全農建値（税抜）予測レンジは 600 円～650 円とする。  

肉豚インフォメーション（4 月） 
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ＪＡ全農いばらき 畜産部 

 

 

●4 月の動向 

GW 向けへの引き合いが強く、相場は和牛・交雑牛ともに末日まで高く、前年同月比で

100 円～200 円の上げ幅であった。高相場の背景には、と畜頭数の減少や、和牛の需要拡大

対策の効果等が考えられる。 

●5 月の動向予測 

5 月は GW 期間中の消費次第ではあるが、開市日が少ないことと、と畜頭数が前年同月

より減少することが想定されることから、弱もちあいで推移すると予測する。 

5 月相場は「弱もちあい」の展開と予想。 

和牛去勢 A5 等級 2,550 円（税込み）   A4 等級 2,400 円（税込み） 

交雑去勢 B4 等級 1,800 円（税込み）   B3 等級 1,700 円（税込み） 

●輸入牛肉 

冷蔵品は、大型連休前で引き合いが増加しているものの、現地価格の高止まりや為替相

場の影響等により、４月は、主要輸入先である米国産の輸入量の減少が見込まれること等

から、前年同月をやや下回ると予測する。５月も同様の影響等に加え、主要輸入先である

豪州産では前年のような通関のずれが見込まれないこと等から、前年同月を大幅に下回る

と予測する。なお、３カ月平均でも、前年同期をやや下回ると予測する。                       

（ALIC 牛肉の需要予測について ４月２７日）  

肉牛インフォメーション（4 月） 
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ＪＡ全農いばらき 畜産部 

 

●4月の動向 

〇牛肉 

原油価格の上昇などを背景にコスト意識が高まり、小売・業務用ともにバラやモモなど汎

用性の高い部位を中心とした荷動きとなった。下旬にはゴールデンウィークをひかえ、和

牛・交雑牛ともにロイン系など高単価部位の動きが活発化した。 

〇豚肉 

行楽シーズンを迎え、バラやカタロースなど焼き材の需要が高まった。 

ウデやモモなどのスソ物については、アフリカ豚熱によるスペイン産豚肉の輸入停止の

影響もあり、国産豚肉への代替需要が高まった。 

 

●5月の動向予測 

〇牛肉 

5 月はＢＢＱなど行楽需要の高まる時期であり、バラなどの焼き材を中心の動きが見込ま

れる。この傾向は梅雨入りまで継続すると予想される。 

 円安や中東情勢の悪化に伴う輸送コストの上昇から輸入牛肉の価格が上昇しており、代

替として乳用牛の需要が高まる見込み。 

〇豚肉 

ホルムズ海峡封鎖の影響により石油製品の価格が上昇しており、パックやトレーなど包

装資材の値上げを製品価格に転嫁する動きもみられている。そのため、小間切れやウデ・モ

モなど比較的安価な部位へ需要がシフトすると予想される。 

 

●業態別概況 

表：全農いばらき食肉センター 業態別取引先実績（令和 8 年 3 月期） 単位：千円％ 

 

 
 

年度
ＪＡ

どきどき
給食 仲卸関係 食肉専門店 量販店等 飲食店 合計

令和5年度3月 25,097 3,434 24,296 17,934 10,486 5,930 87,177

令和6年度3月 23,366 4,240 35,637 15,525 9,861 5,157 93,786

令和7年度3月 24,466 2,549 35,487 13,501 8,537 5,043 89,583

増減（R6-R7） 1,100 -1,691 -150 -2,024 -1,324 -114 -4,203

対比（R5-R7） 97% 74% 146% 75% 81% 85% 103%

対比（R6-R7） 105% 60% 100% 87% 87% 98% 96%

食肉インフォメーション（4 月） 


